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さいたま市が脱炭素先行地域に選定されました

さいたま市は、2050年二酸化炭素排出実質ゼロ（ゼロカーボンシティ）の実現に向

けて、各種取組を推進しています。

この度、さいたま市の提案が、全国で初めてとなる「脱炭素先行地域」に、他の25

地域とともに選定されましたので、お知らせします。

今後、国の支援を活用し、大学や企業と連携した「グリーン共創モデル」の実現に

向けた取組を進めていきます。
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４ 参考

脱炭素先行地域の趣旨・位置づけ

「地域脱炭素ロードマップ」（令和３年６月９日国・地方脱炭素実現会議決定）及

び「地球温暖化対策計画」（令和３年10月22日閣議決定）では、少なくとも100か

所の「脱炭素先行地域」を創出することが明記されました。 

「脱炭素先行地域」では、2025 年度までに脱炭素に向かう地域特性等に応じた先

行的な取組実施の道筋をつけ、2030 年度までに実行することにより、多様な地域

における地域の魅力と質を向上させる地方創生に資する地域脱炭素の実現の姿を

示し、全国に広げることが期待されています。 

脱炭素先行地域の概要 

2050 年カーボンニュートラルに向けて、民生部門（家庭部門及び業務その他部門）

の電力消費に伴う二酸化炭素排出の実質ゼロを実現し、運輸部門や熱利用等も含

めてそのほかの温室効果ガス排出削減についても、我が国全体の 2030 年度目標と

整合する削減を地域特性に応じて実現する地域で、「実行の脱炭素ドミノ」のモデ

ルとなる地域。 


